
児童館の利用状況（「ゆう杉並」を除く）
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児童館（４１館）の主な事業

○地域児童に対する居場所の提供・自主的活動の支援

○学童クラブ事業

○ゆうキッズ（乳幼児親子のひろば）事業
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※17年度から館内学童クラブにおいては定員制を改め、入会要件を満たす児童はできる限り受け入れる登録制を導入。登録制の受入人数は目安数として定めている。
※学童クラブ数は平成２３年４月現在、４９クラブ（館内３９、単独１０）。

学童クラブ受入（登録）児童数と待機児童数
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青少年の社会参加・参画

青少年事業の取組み

主な事業

・ユースプロジェクトすぎなみ（中高生による区の施策
に関する提案）
・青少年情報誌「Cedre」（セドル）の製作

青少年の自主活動の支援 自立応援・社会性の向上

・仕事に対する意識向上につながる講座
・自己肯定感を考える小冊子の発行

・自主グループ作りの支援
・「自主企画実現システム」による、利用
者自らが企画実施する事業の増加

●家族や地域とのつながりの希薄化

●人とのかかわりや社会的な自立が遅

れている青少年の増加

●子どもや青少年をめぐる環境の悪化

●青少年の精神的な自立や社会性を育む

●自己肯定感・社会の一員としての自覚を

育む

青少年育成団体助成
更生保護事業活動支援

方針背 景
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